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白河口の戦い
戊辰の役

白河口の戦い
戊辰の役

今、
幕末の歴史を！

　今から143年前、薩摩藩・長州藩・大垣
藩・忍藩を主力とする新政府軍と、会津藩
・仙台藩・二本松藩などの奥羽越列藩同盟
軍が、小峰城を巡り、100日間に及ぶ激し
い争奪戦を繰り広げました。この「戊辰白

し ら

河
か わ ぐ ち

口戦争」が、日本の「明治」という新し
い時代への幕開けとなりました。
　今月号では、白河が舞台とな
った幕末の歴史を紹介すると
ともに、中心市街地に数多く
残っている慰霊碑を皆さん
と一緒に巡ってみます。

　戊辰戦争全体、白河口の戦い、白河藩、
会津藩、新選組等に関する資料を展示して
います。ここで予備知識を得てから慰霊碑
巡りに出掛けると、さらに楽しさが倍増し
ます。特に松平容保、西郷頼母の直筆の掛
軸は一見の価値があります。

△白河町大戦争
▷
西
郷
頼
母
掛
軸

※戊辰戦争に関する資料の提供者を探しています。

　2013年（平成25年）ＮＨＫ大
河ドラマ「八重の桜」は、会津女・
新島八重と仲間たちの愛と希望の
物語です。その中では、新島八重
が戊辰戦争の籠城戦で銃を持って
戦うなど、後に「幕末のジャンヌ・
ダルク」と讃えられる生き方が描
かれます。
　会津藩の籠城戦は、白河口の戦
いからの敗走を語らずに描けませ
ん。100日間にわたる攻防戦のシ
ーンを出来る限り取り上げてもら
いたいと考え、市では関係団体と
協力し、本市のＰＲ活動を行って
いきます。

　沖田総司は奥州白河藩士沖田勝
次郎の子ですが、家督は姉の夫・
林太郎が相続したため、藩に籍を
置いた記録はありません。江戸の
白河藩阿部家下屋敷で生まれ、新
選組に結成から入隊し、池田屋事
件でも活躍していますが、戊辰戦
争では、肺結核のため戦列を離脱
しています。

◎開館時間　9:00 ～17:00（年中無休）
◎入場料　大人200円、小・中・高校生  100円　
問白河見聞館☎㉙8630

■楽
ら く ら

蔵「白河見聞館」

■大河ドラマ「八重の桜」

■沖田総司と斎藤一
　マスコットキャラクター

■白河ゆかりの
　新選組一番隊長「沖田総司」

　

坂さ
か
も
と本
龍り

ょ
う
ま馬
の
仲
介
で
薩
摩
藩
（
鹿
児
島
県
）
と
長

州
藩
（
山
口
県
）
が
薩
長
同
盟
（
１
８
６
６
）
を
結

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
日
本
は
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
政

治
か
ら
天
皇
中
心
の
政
治
に
移
行
す
る
動
き
が
急
速

に
高
ま
り
、
慶
応
3
年
（
１
８
６
７
）
12
月
に
天
皇

中
心
の
政
権
樹
立
が
宣
言
（
王
政
復
古
の
大
号
令
）

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
将
軍
徳と

く
が
わ川
慶よ

し
の
ぶ喜
や
多
く
の
藩
は
こ
の
宣
言

に
従
い
ま
し
た
が
、
翌
年
1
月
3
日
、
鳥
羽
・
伏
見

で
新
政
府
軍
と
、
こ
れ
に
反
発
す
る
幕
臣
や
諸
藩
軍

が
衝
突
し
、
戊
辰
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
討
幕
派
志
士
の
取
り
締
ま
り
な
ど
を
行
う

京
都
守
護
職
と
し
て
、
幕
府
の
中
心
的
存
在
だ
っ
た

会
津
藩
と
、
そ
の
配
下
の
新
選
組
も
旧
幕
府
軍
と
し

て
戦
い
ま
し
た
が
、
6
日
に
は
江
戸
に
敗
走
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
津
藩
は
、
維
新
の
象
徴
と
し
て
武
力

討
幕
を
目
指
す
新
政
府
か
ら
、
幕
府
方
の
首
謀
者
と

し
て
追
討
令
を
受
け
、
新
政
府
軍
が
会
津
藩
に
向
け

て
進
軍
を
開
始
し
ま
す
。

　

白
河
城
主
・
幕
府
老
中
で
あ
っ
た
阿あ

べ部
豊ぶ

ん
ご
の
か
み
ま
さ

後
守
正

外と
う

は
、
慶
応
元
年
、
神
戸
開
港
問
題
で
朝
廷
か
ら
責

任
を
追
及
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幕
府
よ
り
、
老

中
を
罷
免
、
国
許
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
、
朝
廷
に
対
す

る
幕
府
の
責
任
を
一
身
に
背
負
わ
さ
れ
ま
し
た
。
父

の
後
を
継
い
だ
美み

ま
さ
か
の
か
み

作
守
正ま

さ
き
よ静
は
、
慶
応
3
年
、
棚
倉

藩
へ
所
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
、
移
封
（
国
替
）
し
ま
し
た
。

　

空
き
城
に
な
っ
た
小
峰
城
は
、
幕
府
が
直
轄
し
、

幕
命
で
二
本
松
藩
兵
が
駐
留
し
て
い
ま
し
た
が
、
新

政
府
樹
立
後
は
、
仙
台
藩
が
駐
留
し
ま
し
た
。

　

慶
応
4
年
閏う

る
う

4
月
20
日
（
こ
の
年
は
閏
年
で
4
月

が
2
度
あ
り
、
陽
暦
で
6
月
10
日
）、
暁

あ
か
つ
き、
会
津
藩
が

小
峰
城
を
襲
い
ま
し
た
が
、
戦
意
が
な
い
駐
屯
兵
は
、

本
丸
に
火
を
放
ち
退
い
た
の
で
、
城
は
会
津
藩
が
占

拠
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
22
日
に
は
、
宇
都
宮
城
の

戦
い
で
負
傷
し
た
土ひ

じ
か
た方
歳と

し
ぞ
う三
（
新
選
組
副
長
）
に
代

わ
り
、
斎さ

い
と
う藤
一は

じ
め（
新
選
組
三
番
隊
隊
長
）
が
指
揮
す

る
新
選
組
１
３
０
人
も
入
城
し
て
、
そ
の
後
、
白
坂

宿
の
防
御
態
勢
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
、
仙
台
藩
、
米
沢
藩
な
ど
の
東
北
諸
藩

は
会
津
藩
に
同
情
的
で
、
会
津
藩
赦
免
の
嘆
願
を
行

う
一
方
、
東
北
25
藩
、
越
後
6
藩
が
参
加
し
て
、
反

新
政
府
の
奥お

う
う
え
つ
れ
っ
ぱ
ん
ど
う
め
い

羽
越
列
藩
同
盟
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
城
の
戦
い
に
勝
利
し
た
薩
摩
藩
・
伊い

ぢ

ち

地
知

正ま
さ
は
る治
が
率
い
る
新
政
府
東
山
道
軍
は
白
坂
宿
へ
奇
襲

を
か
け
ま
し
た
が
、
新
選
組
を
中
心
と
す
る
会
津
藩

兵
士
は
こ
れ
を
迎
撃
し
、
新
政
府
軍
13
兵
士
の
首く

び
し
る
し級

が
中
町
の
大
手
門
前
に
晒さ

ら

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の

ひ
と
り
に
、
新
選
組
局
長
近こ

ん
ど
う
い
さ
み

藤
勇
の
死
に
大
き
な
関

わ
り
を
持
つ
薩
摩
藩
士
武た

き
が
わ川
直な

お
え枝
が
い
ま
し
た
（
新

政
府
軍
が
新
選
組
を
包
囲
し
た
流
山
で
、「
大
久
保
大

和
と
名
乗
る
人
物
は
近
藤
勇
だ
」
と
元
新
選
組
隊
士

だ
っ
た
武
川
直
枝
が
見
破
っ
た
た
め
、
近
藤
勇
は
処

刑
さ
れ
ま
し
た
）。

　

翌
26
日
に
白
河
口
総
督
と
し
て
会
津
藩
家
老
西さ

い
ご
う郷

頼た

の

も母
と
副
総
督
会
津
藩
横よ

こ
や
ま山
主ち

か
ら税
が
小
峰
城
に
入
城

し
ま
し
た
。
ま
た
、
29
日
に
は
、
新
選
組
は
担
当
し

て
い
た
白
坂
宿
詰
め
を
仙
台
藩
兵
と
交
代
し
、
本
町

の
脇
本
陣
「
柳
屋
」
に
移
り
休
養
し
ま
し
た
。
こ
の

頃
の
両
軍
の
兵
力
は
、
同
盟
軍
約
２
、５
０
０
人
、
大

砲
10
門
、
新
政
府
軍
約
７
０
０
人
、
大
砲
8
門
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
に
続
く

辰
戦
争
は

鳥
羽
・
伏
見
（
京
都
）
か
ら
始
ま
っ
た
。

応
4
年
（
１
８
６
8
）、

小
峰
城
は
空
き
城
だ
っ
た
。

津
藩
の
進
攻

峰
城
の
攻
防 

Ⅰ

戊慶会小

△松平容保書

△スナイドル銃

△エンフィール銃

△ベーゲル銃

Topics3

Topics4

Topics1

Topics2

特◎集

　「白河口の戦いの慰霊碑を歩い
て巡るルート」を、本市の新しい
観光資源としてＰＲするため、㈱
楽市白河が作成しました。ただ今、
愛称募集中（☎㉗1448）です。

■さぁ、歴史のなかへ。

展示品
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5
月
1
日
（
陽
暦
6
月
20
日
）
暁
、
新
政
府
軍
は
白

坂
よ
り
兵
を
三
隊
に
分
け
進
行
し
て
き
ま
し
た
。
正

面
隊
は
奥
州
街
道
を
進
み
小
丸
山
に
布
陣
、
西
翼
隊

は
黒
川
か
ら
進
み
原
方
街
道
（
国
道
4
号
）
を
、
東

翼
隊
は
夏
梨
か
ら
棚
倉
街
道
方
面
に
迂
回
し
て
き
ま

し
た
。
正
面
か
ら
稲
荷
山
の
同
盟
軍
防
塁
を
総
攻
撃

す
る
よ
う
に
陽
動
牽
制
し
、
両
翼
よ
り
包
囲
攻
撃
し

ま
し
た
。

　

小
雨
降
る
中
の
死
闘
の
末
、
小
峰
城
は
新
政
府
軍

に
占
領
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
同
盟
軍
の
死
者

は
６
８
３
人
、
新
政
府
軍
の
死
傷
者
は
70
人
と
武
器

の
威
力
の
差
が
大
き
く
同
盟
軍
の
惨
敗
で
し
た
。

　

小
峰
城
陥
落
は
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
深
刻
な
衝

撃
を
も
た
ら
し
、
5
月
27
日
、
6
月
12
日
、
7
月
1

日
に
、
小
峰
城
包
囲
総
攻
撃
を
含
む
激
し
い
戦
闘
が

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
同
盟
軍
の
小
峰
城
へ
の
攻
撃

は
7
月
14
日
が
最
後
と
な
り
、
そ
の
後
、
周
辺
地
域

で
戦
闘
が
続
き
、
7
月
28
日
以
後
、
白
河
口
で
の
砲

声
は
途
絶
え
ま
し
た
。

　

こ
の
白
河
口
の
敗
北
に
よ
り
奥
羽
越
列
藩
同
盟
は

崩
壊
し
、
二
本
松
少
年
隊
、
会
津
白
虎
隊
の
悲
劇
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
７
月
29
日
に
二
本
松
落
城
、
9
月

8
日
に
は
慶
応
が
明
治
に
改
元
さ
れ
、
1
か
月
に
及

ぶ
籠
城
の
末
、
9
月
22
日
に
は
会
津
藩
が
降
伏
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
１
０
０
日
間
に
わ
た
る
白
河
口
の
戦
い
に

お
け
る
戦
死
者
は
、
記
録
に
よ
っ
て
相
違
し
ま
す
が
、

同
盟
軍
９
２
７
人
、
新
政
府
軍
は
１
１
３
人
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
両
軍
と
も
敵
に
利
用
さ
れ
る
の
を
怖
れ

集
落
に
放
火
し
た
た
め
、
市
街
の
一
部
、
根
田
（
白

河
市
）、
上
羽
太
・
下
羽
太
・
虫
笠
（
西
郷
村
）
な
ど

数
多
く
の
集
落
が
焼
か
れ
、
人
馬
も
強
制
徴
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
白
河
の
人
々
は
、
遺
棄
さ
れ
た
戦
没
兵

士
を
手
厚
く
葬
り
哀
悼
の
気
持
ち
を
表
し
た
碑
を
立

て
、
同
盟
軍
、
新
政
府
軍
を
問
わ
ず
、
今
も
香
華
を

手
向
け
て
い
ま
す
。

　
新
選
組
は
、
京
都
守
護
職
と
し
て
京
都
の
治
安
維
持

に
務
め
て
い
た
会
津
藩
主
松ま

つ
だ
い
ら
か
た
も
り

平
容
保
の
支
配
下
に
あ

っ
た
特
別
警
察
隊
で
あ
り
、
慶
応
元
年
に
は
１
５
０

人
の
隊
士
が
所
属
し
て
い
る
武
闘
集
団
で
し
た
。
奥

州
白
河
藩
士
の
子
沖お

き
た田
総そ

う
じ司
、
白
河
口
の
戦
い
で
新

選
組
隊
長
と
な
っ
た
斎
藤
一
ら
は
、
隊
の
結
成
に
か

か
わ
っ
た
同
志
で
あ
り
、
近
藤
勇
局
長
、
土
方
歳
三

副
長
支
配
下
の
最
高
幹
部
・
副
長
助
勤
と
し
て
、
討

幕
過
激
派
志
士
を
震
え
上
が
ら
せ
ま
し
た
。

　

近
藤
勇
局
長
が
処
刑
さ
れ
て
以
来
、
離
散
し
て
い

た
同
志
が
会
津
若
松
城
下
に
集
結
し
、
閏
4
月
5
日

（
陽
暦
5
月
25
日
）、
白
河
口
へ
の
出
動
が
指
令
さ
れ

ま
し
た
。
隊
長
は
、
宇
都
宮
城
の
戦
い
で
足
を
負
傷

し
た
土
方
歳
三
に
代
わ
っ
て
斎
藤
一
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
選
組
は
、
閏
4
月
22
日
か
ら
5
月
1
日
ま
で
白

河
に
滞
在
し
て
戦
い
、
そ
の
後
も
数
度
に
わ
た
り
、

会
津
領
内
の
三
代
宿
や
福
良
宿
か
ら
白
河
周
辺
に
出

陣
し
て
い
ま
す
。

峰
城
の
攻
防 

Ⅱ

河
口
の
戦
い
と
新
選
組

小白

　阿部家は、三代将軍徳
と く が わ

川家
い え み つ

光公に大名に
取り立てられ184年間忍藩主で、文政６年
（1823）に白河に移封となりました。
　それから43年間藩主を勤めましたが、他
の藩では百姓一揆が多発するなか、白河藩
では一度もありませんでした。
　16代・阿

あ べ

部正
ま さ と う

外が、元治元年（1864）
に藩主になりました。正外は阿部家の分家
で旗本の当主から、井伊大老の直命で和

かずのみや

宮
降
こ う か

嫁の禁
き ん り づ き

裏付となりました。その後、神奈
川奉行で生麦事件を処理し、外国奉行、町
奉行を歴任し実力をかわれ幕命により白河
藩主になり、３か月後には老中に任じられ
ました。
　第二次長州征伐で大坂に滞在中、英仏蘭
が神戸港沖合に軍艦で現れ、強硬に神戸港
開港・大坂開市を迫りました。拒否をすれ
ば幕府が崩壊するとして無勅

ちょっきょ

許で開港を決
めました。朝廷は正外の違勅を咎め官位を
剥奪したうえ、改

か い え き

易の勅命を下し、正外は
隠居・蟄

ち っ き ょ

居を命じられ棚倉に移封となりま
したが、その一週間後には朝廷は勅許を出
しています。

　ここでは、白河藩最後
の大名として戊辰戦争に
おける阿部家の立場など
について伺いました。

阿部家第22代当主

阿
あ べ

部正
まさやす

靖さん

■幕末の白河藩と阿部家

いざ、歴史のまちへ
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■さぁ、歴史のなかへ。

■ＪＲ白河駅

マイタウン白河■

■市役所

谷津田川

奥州街道

■ヨークベニマル
　　　　　横町店

市立図書館■

　白河口の戦いは多くの悲劇を生みまし
たが、東西両軍の戦死者を手厚く祀った
29もの慰霊碑があり、今も続く白河人
の愛情深き思想に繋がっています。
　ここでは、新選組隊士と町娘とともに、
慰霊碑を巡ってみました。

この鎮護神
山は薩摩藩
の慰霊碑だ
よ！

長 寿 院 は、
西軍の一人
ひとりの墓
があるよ。

今、
幕末の歴史を

特◎集

永蔵寺には
東軍の戦死
供養塔があ
るんだね。

谷津田川に
は戦死者の
ための慰霊
碑もある！

ここ柳屋は
新選組が宿
泊した場所
だよ！

わぁ、皇徳
寺は、新選
組・菊地央
の墓が！

関川寺入口
には、東軍
の慰霊碑が
あるの。

常 宣 寺 は、
会津藩の荘
厳な慰霊碑
だよ！
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谷津田川せせらぎ通り

楽蔵■

　ここでは、中心
市街地にある慰霊
碑を紹介します。

慰霊碑マップ


